
第
十
二
容

碗
究
仰
山
刊
に
顕
は
あ
込
振
旦
の
諮
に
就
い
て
（
上
〉

森
林
沼
津
に
於
主
は
、
殆
ん
ぎ
不
可
能
の
事
で
あ
っ
た
ら

う
。
こ
れ
我
園
史
を
顧
み
る
さ
最
近
ま
で
各
地
方
に
於
て

境
界
年
の
絶
え
な
い
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
ら
う
さ
思
ふ

が
、
堺
相
論
の
た
め
に
隣
村
さ
の
聞
に
久
し
き
に
亙
る
係

争
問
題
の
あ
っ
た
事
は
、
砂
田
時
の
住
民
に
取
b
て
は
何
よ

り
の
不
幸
で
は
な
か
っ
た
か
。
之
を
他
面
か
ら
見
れ
ば
、

第
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ム
／、

湛
民
・
村
民
が
一
致
固
結
し
て
事
に
嘗
ら
ん
ざ
す
る
思
想

全
養
成
す
る
に
は
役
立
っ
た
ら
う
、
嘉
民
村
民
の
一
味
同

心
ざ
い
ふ
糠
習
は
出
来
た
ら
う
け
れ
ざ
も
、
何
だ
か
彼
等

が
溶
し
た
太
陽
の
光
は
黒
歩
ん
で
る
や
う
に
見
え
、
彼
等

の
心
境
は
同
味
が
な
い
や
う
に
思
は
れ
て
な
ら
な
い
。

仰
典
に
頴
は
る

〉
振
旦
の
語
に
就
い
て

ω

古
来
我
邦
の
仰
敬
者
特
に
悉
曇
皐
者
は
、
支
那
国
土
を

販
は
す
に
振
旦
の
語
を
用
ひ
て
居
る
噌
』
さ
は
人
の
能
く
知

る
所
で
あ
る
。
何
時
頃
か
ら
此
語
が
我
邦
に
輸
入
せ
ら
れ

た
か
は
明
ち
か
に
測
ら
ぬ
が
、

平
安
朝
じ
至
る
迄
の
我
邦

文
事
博
士

松

本

文

wuμ 
白
目
白

の
皐
者
は
専
ら
唐
ぜ
か
大
唐
さ
か
稽
し
て
、
未
だ
振
旦
の

語
を
用
ゐ
て
居
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
が
弘
法
大
師
は
一
方

に
は
大
唐
の
語
も
屡
I
之
を
用
ゐ
て
居
る
が
、
他
方
に
は

又
振
旦
の
宇
を
以
て
之
診
頴
は
す
、
例
之
へ
ば
「
発
宇
悉

曇
字
母
並
稗
義
」
又
「
摩
騰
庄
一
蘭
等
以
此
発
文
、
来
停
振
旦



字
非
議
隷
、
詩
隔
党
税
」
等
ご
い
ふ
が
如
き
で
あ
る
。
爾

来
偽
殺
事
者
は
往
々
に
し
て
之
合
用
ゐ
る
、
安
然
の
悉
曇

識
に
も
大
唐
や
漢
地
の
語
さ
並
び
振
旦
又
は
斯
那
さ
も
稲

し
、
「
招
拾
印
度
、
斯
那
、
扶
桑
之
群
解
、
陶
班
先
闘
漢
地

央
人
之
衆
昔
、
苛
採
組
述
湘
承
之
正
文
、
非
敢
穿
撃
穿
制

之
自
作
」
（
悉
曇
戴
序
）
さ
や
い
ふ
。
元
来
振
旦
の
語
は
支

那
人
の
自
が
ら
其
園
土
若
く
は
住
民
を
呼
ぶ
名
都
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
支
那
の
事
者
や
支
那
に
亭
ん
だ
我
邦

の
事
者
も
、
一
般
に
振
旦
の
名
を
以
て
彼
等
を
呼
ぶ
こ
さ

は
な
い
筈
で
あ
る
Q

所
謂
悉
曇
皐
者
の
発
語
を
習
っ
た
も

の
が
、
印
度
に
斯
く
稽
す
る
さ
い
ふ
所
か
ら
、
必
ら
十
し

も
そ
の
新
智
識
を
街
っ
た
諜
で
も
な
か
っ
た
ら
う
が
、
極

め
て
新
奇
A

イ
カ
－
フ
の
名
稽
古
し
て
之
を
我
邦
に
も
轍
入

し
来
っ
た
の
で
あ
ら
。
此
等
の
知
か
ら
考
へ
て
見
て
も

弘
法
大
師
に
よ
っ
て
此
語
が
我
邦
に
移
殖
せ
ら
れ
た
の
は

最
る
営
然
の
額
象
の
や
う
に
も
思
は
れ
る
o

弘
法
大
師
の
留
事
し
た
唐
代
の
仰
敬
皐
者
に
は
外
国
人

第
十
ニ
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研
究
仰
山
内
に
額
は
る
、
振
且
の
認
に
就
い
て
ハ
上
〉

殊
に
印
度
人
が
支
那
を
振
旦
さ
都
し
て
居
た
こ
さ
は
一
般

に
認
め
ら
れ
て
居
た
。
而
し
て
此
智
識
を
支
那
入
、
殊
に

又
仰
殺
事
者
の
聞
に
布
及
せ
し
め
た
の
は
、
貫
仁
玄
突
で

あ
っ
た
、
玄
突
は
そ
の
大
唐
西
域
記
に
於
て
屡
々
振
旦
の

語
を
用
ゐ
て
居
る
o
勿
論
玄
突
が
白
か
ら
其
闘
慌
を
い
ふ

時
に
は
、
常
に
大
唐
ざ
い
ひ
、
決
し
て
振
旦
さ
か
至
那
さ

は
い
は
ぬ
、
が
印
度
人
の
語
を
寓
し
、
者
し
〈
は
印
度
人

を
し
て
其
何
庭
な
る
か
を
’
知
ら
し
む
る
時
に
は
此
語
を
用

ゐ
て
居
る
o
例
へ
ば
同
書
（
審
五
）
戒
日
王
さ
玄
突
さ
初
費
、

面
の
時
の
問
先
口
の
顛
末
を
述
べ
て
、

戒
日
王
勢
苦
己
目
、
自
何
園
来
、
勝
何
所
求
。
針
日
従
大
唐
園

来
、
請
求
仰
法
。
王
日
大
唐
圏
在
何
方
、
経
建
所
豆
、
去
新
遠

近
。
針
日
嘗
此
東
方
数
一
角
館
皇
、
印
度
所
調
摩
詞
至
那
国
是
也

王
日
摩
前
至
那
固
有
秦
王
天
子
、
少
而
霊
阜
、
長
而
紳
武
：
：
：

：
・
：
秦
王
破
陣
柴
、
聞
其
雅
唄
、
子
遊
久
実
、
盛
徳
之
春
、
誠

有
之
乎
、
大
唐
園
者
萱
此
是
耶
。
針
日
‘
然
、
至
那
者
前
王
之

囲
披
‘
大
唐
者
我
君
之
国
稿
。
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第
十
二
巻

昨
附
究
仰
典
に
願
は
る
L

仮
且
の
諸
に
就
い
て
ハ
上
〉

さ
も
い
ひ
、
同
（
忽
九
）
那
嫡
陀
寺
の
保
下
に
も
、
伽
藍
の

工
事
終
る
や
凡
塾
を
延
請
し
五
印
度
の
借
高
里
雲
集
し
、

坐
定
ま
っ
て
後
二
借
遅
く
じ
至
。
。
、
或
人
間
ふ
て
日
ふ
、

大
徳
何
に
由
っ
て
後
く
れ
至
る
か
さ
、
彼
等
劃
へ
て
い
ふ

「
我
至
那
図
也
、
和
上
嬰
疹
、
飯
己
方
行
、
受
王
建
議
、
故

来
卦
曾
、
問
者
驚
駿
」
ざ
い
γ

ふ
稿
奇
怪
な
侍
設
を
掲
げ
、

同
（
巷
四
）
至
那
僕
底
闘
の
僚
下
に
も
、
其
園
名
を
秤
し
「
唐

言
漢
封
」
さ
注
記
し
て
居
h
o
慧
立
等
の
大
慈
思
寺
三
蔵

法
師
侍
も
亦
屡
I
振
旦
ど
同
一
の
脂
那
の
園
競
を
記
す
、

而
し
て
ぞ
れ
は
常
に
印
度
人
の
語
ざ
し
て
支
突
の
生
園
を

指
し
て
居
る
の
で
あ
る
o
戒
賢
が
玄
突
の
矯
め
に
稔
伽
論

争
－
諸
子
る
や
二
婆
羅
門
の
言
ざ
し
て
、
「
A
1
見
脂
那
借
来
、

師
復
活
講
」
ざ
い
ひ
（
容
一
二
）
、
或
は
「
玄
奨
支
那
閣
情
、

来
此
事
問
、
歳
月
巳
久
」
ざ
い
ひ
、
或
は
「
支
那
闘
蔑
良

車
地
（
E
F
R
E
外
人
、
設
入
、
外
遊
）
艇
人
賎
注
、
諸
備

所
以
不
生
」
ざ
い
ひ
、
或
は
鳩
摩
羅
王
の
戒
賢
に
奥
ふ
る

書
信
に
も
、
「
弟
子
願
見
支
那
国
大
徳
、
願
師
稜
遣
慰
此
欽

第
一
波
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思
」
ざ
い
ひ
、
其
他
「
支
那
借
A
1
何
在
」
さ
か
、
「
師
従
支
祁

来
」
さ
か
（
同
書
各
五
、
）
府
那
又
は
支
那
の
宇
は
諸
慮
に
散

見
す
る
o

玄
提
は
嘗
時
上
下
の
鯖
依
を
受
〈
る
こ
さ
最
も

深
厚
な
り
さ
、
其
数
奇
骨
極
め
た
る
十
有
七
年
の
印
皮
族

行
は
、
一
世
の
人
心
を
傾
注
せ
し
む
る
に
僚
り
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
西
域
記
並
び
に
慈
忠
侍
の
頴
は
る
、
ゃ
、
一
菅
に

悌
殺
者
の
み
な
ら
や
嘗
時
の
有
識
階
綾
の
も
の
は
、
一
般

に
印
度
人
が
唐
の
国
土
を
振
旦
又
は
脂
那
さ
稀
す
る
を
知

る
に
至
っ
た
甲
］
ざ
＼
〉
田
山
は
れ
る
。

備
ほ
唐
時
代
に
は
経
典
の
一
音
義
な
る
も
の
が
諸
種
類
は

れ
て
居
h
y
、
而
し
て
此
等
に
も
多
少
づ
〉
振
旦
に
劃
す
る

蒋
義
が
出
て
居
b
o
例
之
へ
ば
玄
臆
の
一
切
経
一
耳
目
義
（
巷

四
）
に
も

振
日
一
或
日
晶
丹
、
並
非
正
昔
、
鹿
言
支
那
、
此
云
漢
閥
也
。

叉
亦
無
正
翻
、
但
紳
州
之
惣
名
也
。

ざ
い
ふ
。
慧
苑
の
新
誇
大
方
庚
仰
華
厳
経
一
菅
（
零
下
）
に
も

前
ぜ
大
瞳
周
じ
く
「
震
旦
園
、
或
臼
支
那
、
亦
日
異
丹
・
：



：
？
：
今
此
漢
園
是
畠
」
さ
い
ひ
、
降
つ
て
は
五
代
天
一
珊
年

間
の
可
洪
の
随
援
録
（
審
一
二
）
に
も
、
「
異
丹
、
一
菅
丹
亦
云
震

旦
」
て
あ
る
。
此
等
の
一
音
義
は
回
よ
り
其
書
の
性
質
上
、

一
般
一
腔
曾
に
普
及
せ
ら
る
〉
も
の
で
は
な
〈
、
僅
か
に
少

数
の
悌
説
者
聞
に
行
は
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
の
み
な
ら
歩
此
等

外
国
の
こ
さ
に
閲
し
て
は
、
主
ご
し
て
西
域
記
や
慈
恩
停

に
依
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
た
に
又
庚
く
其
智
識
を
鑓

布
し
た
も
の
さ
は
い
は
れ
な
い
が
、
又
幾
分
之
を
助
た
に

相
違
な
い
。
兎
に
角
玄
奨
が
一
度
振
旦
の
語
を
唐
人
の
聞

に
侍
へ
て
か
ら
、
普
ね
く
一
世
に
知
ら
る
〉
に
至
っ
た
こ

さ
は
殆
ん
ざ
疑
を
容
れ
な
い
事
買
で
あ
る
o

で
唐
代
長
安

に留的晶子
L
、
叉
悉
曇
に
就
き
晶
子
ぷ
所
あ
っ
た
弘
法
大
師
が
、

之
を
我
邦
に
輸
入
し
た
の
も
秋
事
怪
し
む
に
足
ら
な
い
の

で
あ
る
o

常
ほ
序
に
一
言
し
て
置
く
。
印
度
に
於
て
は
古
か
ら
支

那
園
を

Q
E
l印F
P
E
（
リ
岳
山
口
目
的
片
山
口
）
ざ
い
ふ

3
0
5
は
支

那
人
に
し
て
、
日
－
M
P
同
居
住
慮
、
閥
土
の
義
で
あ
る
o

支
那

第
十
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研
究
例
典
に
顔
は
あ
、
振
且
の
器
開
に
就
い
て
ハ
上
）

に
振
日
寸
異
丹
、
震
日
一
、
脂
難
、
腕
丹
等
さ
な
す
の
は
其

一
昔
諜
で
あ
り
、
脂
那
、
至
那
、
新
那
、
支
那
等
ざ
い
ふ
の
－

J

は
郎
も
そ
の
略
で
あ
る
。
或
は
印
己
5
5
の
代
b
に
1
仏

0
2
1

3
印
甲
山
等
の
語
会
以
て
す
る
こ
さ
あ
っ
た
ら
し
い
。

仏

mp
郎
も
泥
合
は
同
じ
〈
園
の
義
で
あ

b
、
円
p
t
E
も
亦

園
家
、
園
土
を
意
義
す
る
。
印
度
の

Q
E
は
希
臓
．
羅
馬

人
の
∞
一
5
0
又
は
叶
F
S
B
さ
稗
す
る
も
の
さ
同
一
な
る
こ

さ
は
い
ふ
迄
も
な
い
、
印
度
王
の

P
E
Eいロ勺
S
を
希
臓

人
が

F
E
S
S
E印
さ
稽
す
る
に
見
て
も
知
る
べ
き
で
あ

る
。
併
し
希
臓
維
馬
の
回
同
ロ
が
印
度
の
の
一
口
か
ら
来
た
も

の
か
或
は
西
域
地
方
の
言
語
か
ら
雨
者
が
各
其
侍
播
の
際

に
麓
じ
来
た
も
の
か
は
明
ら
か
な
ら
ぬ
。
が
少
く
さ
も
そ

の
、
共
同
の
語
源
を
有
し
た
－
｝
さ
は
疑
な
い
事
費
で
あ
る
o

玄
突
が
印
度
に
至
っ
た
時
、

印
度
人
は
既
に
至
那
園
の

存
在
を
知
っ
て
居
た
Q

此
事
は
前
に
引
用
し
た
西
域
記
の

文
に
戒
目
玉
が
大
唐
固
さ
は
何
れ
に
あ
b
、
又
そ
の
遠
近

第
一
銃

（一一一九〉
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第
十
ニ
谷

研

究

mw典
に
顕
は
る
込
振
且
の
誇
に
就
い
丈
ハ
上
〉

の
距
離
如
何
さ
問
へ
る
に
劃
し
、
玄
突
は
印
度
の
東
北
数

高
除
里
に
し
て
「
印
度
所
謁
摩
詞
至
那
園
是
品
」
ざ
い
へ

る
を
以
て
も
明
ら
か
で
あ
る
o
玄
突
は
斯
〈
印
度
人
の
所

謂

Q
E
の
白
園
民
の
名
鴻
た
る
こ
さ
は
之
を
知
っ
て
居
た

が
、
何
が
故
に
之
を
至
那
さ
稿
し
た
か
に
就
い
て
は
夏
ら

に
之
を
知
ら
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
、
否
意
識
的
に
か
又

無
意
識
的
に
か
剣
ら
院
が
、
玄
突
は
大
な
る
誤
解
を
な
し

て
居
た
も
の
〉
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
而
し
て
印
度
の

去
の
一
菅
に
秦
の
宇
を
宛
て
た
の
も
、
抑
も
玄
奨
じ
始
ま

っ
た
も
の
〉
ゃ
う
で
あ
る
。
秦
の
宇
は
今
の
一
官
。
げ
よ
ロ
で

あ
る
が
、
唐
時
代
に
も
印
度
の
の
山
口
か
又
は
最
も
之
に
近

い
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
さ
思
は
る
、
か
ら
、
印
度
王
が
一
i

嘗

聞
摩
前
至
那
国
有
秦
王
天
子
、
少
而
霊
壁
、
長
而
紳
武
、

昔
先
代
喪
乱
、
率
土
分
崩
、
兵
A
A
競
記
、
群
生
茶
毒
、
而

秦
王
天
子
、
早
懐
迷
路
、
典
大
慈
悲
、
強
済
合
識
、
平
定

海
内
、
風
敬
、
岩
被
、
徳
誇
遠
治
、
殊
方
異
域
、
慕
化
稽
臣
、

民
感
荷
其
亭
育
」
ぜ
い
ひ
、
夏
ら
に
之
に
次
ぎ
「
成
歌
秦

第一一貌

四
0 

ハ四

O
U

王
破
陣
楽
、
聞
其
雅
領
、
子
蕗
久
臭
、
盛
徳
之
春
誠
有
之

乎
、
大
唐
園
者
登
此
是
邪
」
ざ
い
っ
た
の
で
、
玄
突
が
印
度

人
の
所
請
の
山
口
は
印
も
秦
で
あ
る
さ
解
し
、
之
に
劃
へ
て

然
、
至
那
者
前
王
之
園
競
、
大
唐
者
我
君
之
圏
構

ざ
い
ひ
、
夏
ら
に
之
に
次
ぎ

昔
未
襲
位
、
謂
之
秦
玉
、
今
己
承
統
、
稲
田
天
子
、
前
代
運
持
、

群
生
無
主
、
兵
文
範
起
、
残
害
生
塁
、
秦
王
天
縦
含
弘
、
心
霊

慈
感
、
威
風
鼓
扇
、
郡
凶
残
減
、
八
方
静
誼
、
高
園
朝
貢
‘

の
一
口
を
太
宗
の
太
子
た
hJ
し
時
の
秦
さ
解
蒋
し

た
の
も
必
ら
や
J

し
も
怪
し
む
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
o
勿

論
西
域
記
の
此
文
は
少
し
く
陵
昧
で
あ
り
、
秦
王
破
陣
楽

の
秦
王
さ
は
、
太
宗
の
太
子
た

b
し
時
を
意
義
す
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
か
。
印
度
王
が
始
め
摩
詞
至
那
固
に
秦
王

天
子
あ
り
ざ
い
へ
る
時
の
秦
さ
至
那
て
は
同
一
の
の
円

E
で

は
な
か
っ
た
ら
う
か
ρ
若
し
至
那
さ
都
す
る
の
は
一
般
の

園
競
で
、
秦
王
さ
稿
す
る
の
は
太
子
た

b
し
時
の
太
宗
を

意
味
す
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、
後
に
「
至
那
者
前
王
之
園
競

ざ
い
ひ
、



大
唐
者
我
君
之
園
稽
」
ざ
い
ひ
、
叉
直
ち
に
之
に
次
ぎ
太

子
た
り
し
時
の
太
宗
の
功
業
を
通
ぶ
る
の
は
頗
る
奇
怪
の

こ
ど
〉
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
其
謙
一
昔
の
同
一
な

る
所
か
ら
、
戒
日
王
も
之
を
同
一
視
し
、
玄
奨
も
破
陣
楽

の
こ
さ
よ
、
り
し
て
直
ち
に
雨
者
を
同
一
の
意
義
に
解
す
る

に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
秦
王
破
陣
柴
さ
は
文
献

遁
考
（
容
十
五
）
に
も
「
唐
之
自
製
紫
、
凡
三
大
舞
、
一
日

七
徳
舞
、
二
日
九
功
舞
、
三
日
上
元
舞
、
七
徳
舞
者
、
本

名
秦
王
破
陣
楽
、
太
宗
殺
秦
王
破
劉
武
周
、
軍
中
相
輿
作

秦
王
破
陣
難
曲
、
及
印
位
宴
曾
、
必
奏
之
」
ぜ
い
I

へ
る
を

以
て
知
る
べ
き
で
あ
る
o

で
破
陣
果
の
の
山
口
の
秦
で
あ
る

こ
さ
は
疑
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
玄
突
は
果
し
て
一
般
に

印
度
人
の
所
謂
至
那
闘
を
秦
固
さ
解
し
た
か
否
は
剣
ら
ぬ

が
、
印
度
王
が
始
め
に
至
那
国
ざ
い
ひ
、
直
も
に
又
秦
王

の
こ
さ
を
問
へ
る
に
よ
b
、
王
の
所
謂
至
那
さ
は
秦
を
意

義
す
る
も
の
さ
見
倣
し
、
秦
王
印
ち
後
の
太
宗
の
功
徳
を

遮
ぺ
た
の
か
も
知
れ
白
。

第
十
二
容

研
究
仰
典
に
寂
は
あ
と
張
旦
の
誌
に
就
い
て
〈
上
〉

A
1
之
を
慈
恩
停
に
奉
照
す
る
に
、
同
書
（
審
五
）
に
は
西

域
記
に
暴
け
た
る
最
初
の
大
唐
園
は
何
方
に
あ
る
か
さ
の

問
答
は
な
く
、
玄
奨
の
戒
目
玉
に
曾
見
す
る
や
、
王
は
直

も
に
「
師
従
支
那
闘
来
、
弟
子
聞
彼
固
有
秦
王
破
陣
梁
歌

舞
之
曲
、
未
知
秦
王
是
何
人
、
復
有
何
功
徳
、
致
此
稽

揚
」
さ
問
ひ
、
玄
突
は
此
に
秦
王
の
人
吉
な
り
又
某
功
業

を
遮
ぺ
、
終
り
に
「
秦
王
者
印
支
那
園
今
之
天
子
・
也
、
未

登
皇
極
之
前
封
鴻
秦
王
」
ご
い
ひ
、
車
に
秦
王
の
こ
さ
の

み
を
読
き
、
支
那
の
園
競
ぞ
秦
芭
同
一
視
し
て
は
居
な
か

っ
た
も
の
〉
ゃ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
或
は
玄
突
の
異
意
を

停
へ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
西
域
記
の
文
の
陵
昧

な
る
は
、
戒
目
玉
が
支
那
の
園
競
争
秦
の
の
一
口
さ
同
一
な

る
も
の
〉
如
〈
誤
解
し
て
居
た
ら
し
レ
の
で
玄
奨
も
寧
ろ

外
交
的
僻
雄
？
以
て
秦
王
の
こ
さ
、
為
し
て
応
酬
し
た
の
か

さ
も
思
ふ
。
備
ほ
之
さ
閲
漣
し
て
考
ふ
べ
き
は
前
に
も
一

言
し
た
西
域
記
（
怒
四
）
に
至
那
僕
底

0
5
3尽
を
「
唐
日

漢
封
」
さ
レ
ひ
、
又
同
書
（
巻
十
二
）
に
掲
盤
随
国
王
が
自

第
一
一
披
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第
十
二
袋

研

究

悌

典

に

額

は

る

L

振
且
の
認
に
就
い
て
ハ
土
〉

か
ら
稽
し
て
「
至
那
提
婆
撞
耽
羅
」

Q
5仏
0
5向
。
門
店
ざ
い

っ
た
て
あ
る
の
を
「
唐
言
渡
日
天
種
」
さ
あ
る
こ
さ
で
あ

る
。
此
に
い
ふ
勺
由
民
さ
は
主
、
支
配
者
、
所
有
者
の
義
で

あ
b
、
提
婆
は
天
又
は
日
紳
、

mog
は
種
族
の
意
で
あ

る
o
玄
突
が
此
に
至
那
を
漢
さ
諜
し
秦
さ
誇
し
て
居
な
い

の
を
以
て
見
れ
ば
、
彼
は
印
度
人
の
所
謂
巳
ロ
仰
を
以
て
秦

王
の
秦
さ
解
し
て
居
な
か
っ
た
こ
さ
は
愈
明
ら
か
の
や
う

但
此
に
い
ふ
浅
さ
は
渡
代
の
撲
か
、
漢
土
漢
人

さ
稀
す
る
時
の
濃
か
。
至
那
僕
底
の
園
名
は
玄
突
の
侍
ふ

る
所
に
よ
れ
ば
、
昔
月
氏
の
迦
鼠
色
迦
王
が
、
東
方
諸
国

り
質
子
を
置
い
た
庭
で
あ
る
か
ら
、
斯
く
名
づ
け
た
も
の

さ
い
ふ
。
然
ら
ば
是
れ
は
時
代
か
ら
い
へ
ば
漢
代
に
相
蛍

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
＆
浅
さ
誇
し
た
さ
じ
て
も
遇
す

る
が
、
説
日
天
稀
の
停
設
は
斯
く
時
代
の
明
確
な
る
も
の

で
は
な
い
o
商
域
記
に
は
昔
波
利
村
山
川
刺
斯
悶
王
が
婦

ぞ
漢
土
に
委
h
J
、
迎
え
踊
っ
て
此
に
来
た
時
に
、
丘
〈
乱
が

起
、
り
、
前
後
の
路
が
薙
塞
せ
ら
れ
、
途
に
王
女
争
弧
峯
に

で
あ
る
o

第
一
一
説

四

（
四
ニ
〉

置
き
、
此
に
王
子
を
生
じ
た
の
が
、
後
に
其
地
方
の
王
ざ

な
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
其
班
先
の
母
が
漢
七
の
人
で
あ

り
、
父
は
日
天
の
麓
で
あ
る
さ
い
ふ
の
で
、
後
世
に
至
る

迄
斯
く
稿
し
た
さ
あ
る
o
斯
く
年
代
の
漠
然
ざ
し
て
確
ざ

し
て
徴
す
ぺ
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ら
十
し
も
漢
代

の
こ
さ
か
否
も
剣
ら
ぬ
。
の
み
な
ら
歩
、
此
に
は
玄
突
も

「
安
婦
漢
土
」
ど
も
い
ふ
を
以
て
見
れ
ば
、
所
謂
漢
さ
は
漢

代
の
漢
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
庚
〈
今
の
所
謂
支
那
を
指

す
も
の
さ
思
は
れ
る
。
斯
〈
考
ヘ
来
れ
ば
愈
以
て
玄
突
は

印
度
人
の
の
HE
を
以
て
秦
王
の
－
秦
さ
は
な
3
4？
、
寧
ろ
一

般
に
後
人
の
中
国
さ
稿
す
る
も
の
さ
全
然
同
様
に
解
し
て

居
た
も
の
さ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

が
余
輩
は
内
川
ほ
此
に
一
の
疑
ふ
ぺ
き
も
の
が
あ
る
o

西

域
記
に
い
ふ
掲
盤
随
国
王
の
澗
先
に
閲
す
る
侍
設
は
頗
る

疑
は
し
い
も
の
で
あ
り
、
彼
が
果
し
て
支
那
女
の
生
が
る

所
で
あ
っ
た
か
、
又
波
利
刺
斯
王
が
、
支
那
か
ら
王
妃
を

迎
え
た
こ
さ
が
果
し
て
事
買
で
あ
っ
た
か
、
此
等
は
吾
人



の
今
容
易
に
知
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
侍
設

は
姑
ら
く
詮
〈
が
、
月
支
の
迦
斌
色
迦
王
が
河
西
の
諸
問

か
ら
の
質
子
を
置
い
た
か
ら
、
英
国
を
至
那
僕
底
さ
稽
す

る
に
至
っ
た
さ
い
ふ
の
は
、
或
は
事
買
で
あ
っ
た
ら
う
か

さ
思
ふ
。
併
し
王
が
慌
令
ひ
質
子
炉
』
獲
た
さ
し
て
も
支
那

王
が
月
兵
に
賀
子
を
法
っ
た
さ
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
時
田
時
月

氏
の
勢
力
は
西
北
印
度
か
ら
酉
は
カ
プ
l

y
地
方
、
北
は

バ
ク
ト
ザ
ノ
ア
に
も
及
ん
で
居
た
が
、
支
那
が
之
が
矯
め
脅

威
を
戚
十
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
又
支
那
の
歴
史
に
於

て
も
迦
戚
色
迦
王
さ
の
交
渉
に
就
い
て
は
殆
ん
ざ
何
等
の

設
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
王
さ
殆
ん
ざ
同
時
代
（
此
事
は
後

に
説
く
）
さ
思
は
る
、
後
漢
桓
帝
の
延
奈
の
三
年
及
び
四

年
に
は
、
「
天
品
川
一
一
闘
来
献
」
の
車
簡
な
る
文
字
が
頴
は
れ
て

居
る
の
み
で
あ
る
。
此
に
い
ふ
天
晶
一
又
は
身
毒
さ
聴
す
る

も
の
は
、
或
は
ジ
シ
ド
地
方
の
こ
さ
で
は
な
か
ら
う
か
さ

思
ふ
。
若
し
果
し
て
然
れ
ば
月
兵
の
印
度
王
を
意
義
し
、

而
し
て
鴬
時
の
月
兵
王
は
恐
ら
く
迎
賦
色
迎
で
あ
っ
た
ら

第
十
二
谷

研
究
仰
典
に
開
閉
は
る
、
振
旦
の
誌
に
就
い
て
〈
上
〉

う
さ
信
十
る
。
が
慌
令
ひ
迦
膜
色
迦
王
が
使
を
遣
は
し
た

も
の
ざ
し
て
も
、
草
仁
平
和
の
使
節
で
あ
っ
た
ら
し
い
か

ら
、
質
子
テ
支
那
よ

h
彼
に
返
る
ぺ
き
筈
は
な
い
。
の
み

な
ら
歩
西
域
記
に
も
「
昔
迦
賦
色
迦
王
之
御
宇
也
、
盤
振

隣
国
、
戚
被
殊
俗
、
河
西
蕃
維
、
畏
戚
設
質
、
迦
賦
色
迦

玉
、
既
得
質
子
、
賞
過
隆
厚
；
・
j
i
－
－
－
質
子
所
居
、
因
怨

園
競
」
ぜ
い
ふ
。
郎
も
質
子
炉
ふ
培
っ
た
の
は
支
那
本
土
の

王
か
ら
で
は
な
〈
、
河
西
の
蕃
維
か
ら
で
あ
っ
た
。
此
に

い
ふ
河
西
の
蕃
維
さ
は
果
し
て
何
れ
の
地
方
で
あ
る
か
剣

ら
ぬ
が
、
支
那
域
外
の
諸
蕃
は
、
支
那
の
園
勢
張
れ
ば
蹄

順
し
、
衰
へ
ば
離
叛
す
る
。
迦
賦
色
迦
王
の
時
支
那
に
隷

属
し
て
居
た
か
ら
、
之
を
支
那
ざ
い
っ
た
の
か
も
知
ら
ぬ

が
、
寧
ろ
印
度
に
所
謂
支
那
さ
は
少
く
さ
も
其
初
め
は
唯

漠
然
印
度
よ
り
北
東
の
園
土
を
稽
L
て
居
た
の
で
は
な
か

ら
う
か
。

斯
く
西
域
記
や
慈
思
停
に
頴
は
る
、
所
の
み
に
よ
っ
て

之
を
見
れ
ば
、
印
度
の
の
～
5
は
秦
園
で
も
あ
る
が
如
く
、

第
一
磁

四

（
四
三
）



第
十
ニ
谷

研

究

傍

典

に

獄

は

る

h

仮
且
の
誌
に
就
い
て
〈
上
）

第
一
波

四
四

パ
四
四
〉

（
勿
論
此
秦
は
後
世
事
者
の
い
ふ
が
如
〈
六
朝
時
代
の
秦

で
も
な
け
れ
ば
、
戦
闘
時
代
の
秦
で
も
な
い
J
又
玄
臨
臓
が

漢
園
を
い
ひ
紳
州
の
綿
名
な
り
さ
な
す
が
如
く
、
漠
士
郎

も
支
那
本
土
子
稽
す
る
も
の
〉
ゃ
う
で
も
あ
り
、
叉
少
〈

さ
も
支
那
域
外
の
地
子
も
包
括
し
た
庚
汎
な
る
名
稽
の
ゃ

う
で
も
あ
b
、
頗
る
要
領
を
得
な
い
u
o

而
し
て
支
那
な
る

名
締
の
何
れ
よ
り
し
て
起
り
し
か
に
就
い
て
は
全
然
之
に

設
及
ば
令
、
叉
秋
去
の
暗
示
す
る
所
も
な
い
。
恐
ら
〈
彼

も
之
子
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

玄
突
が
既
に
至
那
の
意
義
に
閲
し
て
は
秋
牽
設
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
代
の
皐
者
の
之
を
知
る
べ
き
筈

は
な
い
。
で
偶
ミ
之
に
設
及
ぶ
も
の
あ
り
さ
し
で
も
、
甚
だ

奇
怪
な
る
想
像
説
た
る
会
兎
れ
ぬ
、
彼
等
は
唯
其
文
字
の

形
に
就
い
て
意
義
会
符
曾
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

唐
の
蒋
法
琳
の
韓
正
論
（
忽
六
）
に
は
い
ふ

檎
炭
経
云
、
葱
河
己
東
名
鋸
震
日
一
、
以
日
初
出
、
曜
於
束
隅
‘

故
栴
震
且
。

苧
』
れ
は
後
世
に
も
人
の
往
々
に
し
て
引
用
す
る
所
で
あ
b

甚
し
さ
に
至
つ
て
は
「
日
東
隅
仁
出
で
其
色
丹
の
如
し
、

故
に
震
丹
さ
い
ふ
」
さ
迄
説
い
で
あ
る
。
辞
正
論
は
楼
炭

経
を
引

ν
て
居
る
、
楼
茨
経
さ
は
西
晋
の
法
立
、
法
短
の

共
評
す
る
所
で
、
窓
帝
（
紀
元
後
二
百
年
代
の
末
）
の
代
に

頴
は
れ
た
も
の
ご
い
ふ
、
若
し
此
経
に
斯
か
る
文
字
が
あ

る
ざ
す
れ
ば
、
頗
る
古
代
か
ら
此
の
如
き
符
曾
説
が
行
は

れ
て
居
た
や
つ
に
も
思
は
れ
る
か
、

A
1
侍
ふ
る
棲
旋
経
に

は
此
文
は
な
い
。
元
来
こ
れ
は
註
蒋
文
の
ゃ
う
で
あ
る
か

ら
、
経
典
に
は
元
よ
り
し
て
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
但

法
琳
の
見
た
棲
茨
経
に
は
、
何
庭
か
に
斯
か
る
文
が
註
記

せ
ら
れ
て
庖
た
の
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
こ
れ
も
法
琳

以
前
既
に
支
那
に
頴
は
れ
た
も
の
で
あ
る
o
併
し
此
読
の

全
然
取
る
に
足
も
ぎ
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
震
は
易
に

一
高
物
出
乎
震
」
ご
い
ひ
、
東
方
を
意
義
し
、
且
亦
朝
の
義

を
有
す
る
に
よ
h
一
首
を
寄
せ
る
語
仁
調
し
、
支
那
の
字
義

を
以
て
解
蒋
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
殊
に
又
日
の
束
に
上
る



其
色
丹
の
如
し
さ
い
ふ
が
如
き
に
至
つ
て
は
、
．
寧
ろ
滑
稽

で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
支
那
の
原
義
が
嘗
時
既
に
剣
ら

な
か
っ
た
が
鋳
め
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

法
琳
の
解
蒋
よ
h
J
も
幾
分
尤
も
ら
し
〈
聞
へ
る
の
は
恵

苑
の
皐
ぐ
る
設
で
ゐ
る
。
恵
殖
は
そ
の
事
態
経
一
音
義
（
蓉

下
）
に
し
γ
ふ、

震
旦
園
、
此
翻
矯
思
惟
．
月
其
園
人
多
所
思
慮
、
多
所
計
作
故

以
錦
名
、
今
此
漢
園
田
疋
也
。

唐
の
李
遁
玄
造
論
、
同
志
寧
合
論
の
事
巌
合
論
に
も
、
恐

ら
く
此
設
に
据
っ
た
も
の
さ
思
は
る
〉
が
、
「
震
日
寸
或
日

支
那
、
亦
云
異
丹
、
此
翻
活
思
慮
、
鴻
此
園
人
多
思
慮
計

度
、
以
之
混
名
」
（
合
論
窓
七
十
三
）
さ
あ
る
。
併
し
印
度

に
支
那
ざ
い
ふ
の
も
、
元
さ
外
国
の
一
昔
を
寓
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
印
度
語
ざ
し
て
何
等
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は

な
い
。
思
惟
さ
翻
す
さ
い
ふ
の
は
、
恐
ら
く
党
語
。
一

E
に

稀
相
似
た
の
一
己
P

さ
か
の
一
RnH
ご
か
い
ふ
語
さ
混
同
し
た
の
で

あ
ら
う
。
此
等
は
何
れ
も
思
惟
の
義
を
有
す
る
の
で
あ

第
十
二
巻

研
究
仰
典
に
開
閉
は
る
h

振
且
の
請
に
就
い
て
ハ
上
〉

る
。
で
此
読
も
畢
一
覧
符
曾
取
る
に
足
ら
ぎ
る
は
い
ふ
迄
も

な
い
。備
ほ
翻
誇
名
義
集
（
悲
一
ニ
）
脂
那
の
下
に
次
の
如
き
設
を

奉
げ
で
あ
る
c

婆
沙
二
音
、
一
云
支
那
、
此
云
文
物
園
、
郎
讃
美
此
方
是
衣
冠

丈
物
之
地
也
、
二
云
脂
難
、
此
云
建
都
、
卸
庭
雑
此
方
非
中
園

也。

こ
れ
も
一
見
牽
強
の
設
た
る
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
詳
論
を

要
せ
ぎ
る
こ
さ
で
あ
る
。
支
那
も
脂
難
も
既
に
焚
語
。
g仰

の
一
耳
目
誇
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
其
聞
に
褒
庇
の
意
義
の
秋
査

も
存
せ
ぎ
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
で
此
設
も
唯
翻
誇
の
文

字
に
よ
っ
て
案
出
せ
ら
れ
た
解
稗
に
過
ぎ
な
い
。
倫
ほ
此

に
婆
沙
に
こ
の
一
昔
あ
り
さ
い
ふ
の
は
、
婆
沙
論
の
中
に
二

様
に
一
音
寓
せ
ら
れ
て
居
る
さ
い
v

ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
此
論

中
決
し
て
斯
か
る
二
様
の
解
蒋
が
皐
げ
ら
れ
て
居
る
誇
で

は
な
い
。
し
か
し
唐
宋
人
の
間
斯
か
る
設
も
あ
っ
た
も
の

さ
見
え
る
。

第
一
波

四
五

ハ
四
五
U
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